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保
基
地
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薬
補
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所
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薬
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の
対
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置
に
関
す
る
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嶺
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米
海
軍
佐
世
保
基
地
の
弾
薬
補
給
所
（
前
畑
弾
薬
庫
）
で
発
生
し
た
火
災
の
対
応
措
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書

十
月
二
十
一
日
の
夕
刻
、
米
海
軍
佐
世
保
基
地
の
弾
薬
補
給
所
内
の
木
工
作
業
所
で
火
災
が
発
生
し
、
鎮
火
ま
で
四
時
間
半

に
わ
た
り
燃
え
続
け
た
。
同
作
業
所
は
、
弾
薬
保
管
庫
群
と
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
り
、
し
か
も
弾
薬
庫
周
辺
は
住

宅
地
域
が
密
集
し
、
最
も
近
い
住
宅
は
七
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
幸
い
に
し
て
延
焼
、
爆
発
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
火
災
の
状
況
如
何
に
よ
っ
て
は
大
惨
事
に
な
り
か
ね
な
い
事
故
で
あ
る
。

佐
世
保
市
消
防
局
は
、
火
災
発
生
と
同
時
に
米
側
に
対
し
て
、
消
防
隊
を
待
機
す
る
と
と
も
に
、
消
火
支
援
を
申
し
入
れ
た

と
こ
ろ
、
米
側
は
「
必
要
が
な
い
」
と
し
て
、
自
力
に
よ
る
消
火
を
続
け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
米
軍
当
局
の
姿
勢
は
、

住
民
の
生
命
と
安
全
を
軽
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
重
大
で
あ
る
。

佐
世
保
市
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
二
十
八
日
、
米
原
潜
ラ
ホ
ー
ヤ
火
災
事
故
に
つ
い
て
も
、
米
側
か
ら
の
通
報
は
な
く
、
正

式
な
連
絡
が
八
時
間
後
に
あ
っ
た
と
し
て
、
米
軍
当
局
に
厳
重
な
抗
議
を
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
教
訓
が
全
く
生
か
さ
れ
て

い
な
い
。

地
方
自
治
体
を
は
じ
め
基
地
周
辺
の
住
民
か
ら
批
判
と
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

政
府
は
、
火
災
原
因
と
そ
の
全
容
、
米
軍
の
消
防
活
動
等
の
事
実
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
日
米
間
の
通

一



報
体
制
、
消
防
活
動
の
相
互
協
力
な
ど
の
対
応
策
を
速
や
か
に
検
討
す
る
よ
う
に
米
側
と
協
議
す
べ
き
で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

火
災
の
原
因
と
米
軍
当
局
の
消
火
活
動
等
の
対
応
措
置
に
つ
い
て

�

火
災
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
発
生
し
た
の
か
、
火
災
原
因
を
含
め
て
火
災
の
全
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

米
軍
当
局
は
、
二
十
一
日
一
六
時
〇
八
分
に
出
火
を
覚
知
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
対
岸

で
目
撃
し
て
い
た
住
民
ら
は
、
一
四
時
三
〇
分
頃
に
は
白
煙
が
上
が
っ
て
い
る
の
を
見
た
と
証
言
し
て
い
る
。
一
四
時
三

〇
分
頃
に
は
出
火
し
て
い
た
と
い
う
の
が
事
実
で
は
な
い
の
か
。

�

火
災
が
発
生
し
て
か
ら
鎮
火
ま
で
四
時
間
半
も
か
か
っ
た
の
は
何
故
か
。

�

米
軍
当
局
が
、
佐
世
保
市
長
と
米
国
海
軍
佐
世
保
基
地
司
令
官
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
る
「
消
防
相
互
援
助
協
定
」

に
基
づ
き
、
佐
世
保
市
消
防
局
に
対
し
て
援
助
要
請
、
火
災
通
報
を
し
な
か
っ
た
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
。

�

佐
世
保
市
消
防
局
が
、
同
「
消
防
相
互
援
助
協
定
」
に
基
づ
い
て
、
数
次
に
わ
た
っ
て
消
火
活
動
の
支
援
を
申
し
入
れ

た
の
に
、
米
側
は
「
必
要
な
い
」
と
し
て
断
っ
た
理
由
は
何
か
。

�

佐
世
保
市
消
防
局
の
消
防
活
動
の
支
援
申
入
れ
に
対
し
て
米
軍
当
局
は
、
「
延
焼
は
な
い
」
と
断
っ
た
と
い
う
が
、
炎

二



上
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
側
が
、
「
延
焼
は
な
い
」
と
の
判
断
を
し
た
理
由
と
根
拠
は
何
か
。

�

全
焼
し
た
木
工
作
業
所
と
直
近
の
弾
薬
庫
の
距
離
は
約
六
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
事
実
か
、
そ
の
弾

薬
庫
は
ト
ン
ネ
ル
式
弾
薬
庫
の
こ
と
か
。

�

木
工
作
業
所
の
近
く
に
は
航
空
機
用
の
爆
弾
を
加
工
す
る
作
業
施
設
が
存
在
す
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
事
実
か
。
こ

の
施
設
は
、
爆
弾
の
加
工
・
組
み
立
て
を
行
う
作
業
場
な
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

佐
世
保
市
消
防
局
が
「
消
防
相
互
援
助
協
定
」
に
基
づ
く
消
火
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
佐
世
保
弾
薬
補
給
所
が

米
軍
の
管
理
下
に
あ
り
、
同
協
定
第
一
条
「
援
助
要
請
」
の
規
定
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
基
地
周
辺
住
民
の
生
命
と

安
全
に
関
わ
る
火
災
と
い
う
重
大
事
故
で
あ
っ
て
も
日
本
側
の
消
防
支
援
に
つ
い
て
は
、
米
側
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
許
可
が
な
け
れ
ば
、
所
要
の
消
防
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
何
故
そ
の
よ
う
な

規
定
振
り
に
な
っ
た
の
か
。

��

米
軍
基
地
内
の
火
災
等
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
消
防
機
関
が
速
や
か
に
消
防
・
調
査
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
「
消
防
相

互
援
助
協
定
」
に
つ
い
て
見
直
す
よ
う
に
米
側
と
協
議
す
べ
き
あ
る
。
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

��

沖
縄
に
関
す
る
特
別
行
動
委
員
会
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
）
の
下
で
、
日
米
地
位
協
定
の
運
用
改
善
の
一
環
と
し
て
、
日
米
合
同

三



委
員
会
に
お
い
て
「
在
日
米
軍
に
関
わ
る
事
件
・
事
故
通
報
体
制
の
整
備
」
（
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
）
に
つ
い
て
合

意
が
な
さ
れ
、
そ
し
て
「
在
日
米
軍
に
係
る
事
件
・
事
故
発
生
時
に
お
け
る
通
報
手
続
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

火
災
で
、
米
側
が
こ
の
手
続
き
に
従
っ
て
、
外
務
省
等
の
日
本
側
関
係
当
局
に
通
報
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

二

日
米
地
位
協
定
第
三
条
一
項
と
消
防
法
の
関
係
に
つ
い
て

�

日
米
地
位
協
定
第
三
条
一
項
と
消
防
法
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
改
め
て
伺
い
た
い
。

�

日
本
の
消
防
機
関
と
米
軍
と
の
間
で
「
相
互
消
防
援
助
協
定
」
が
締
結
さ
れ
て
い
る
施
設
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


